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VFAの生成
（配合飼料・粗飼料の分解発酵等）

VFAの吸収（絨毛）
VFAの中和（唾液・飲水）

低pH（酸性） 高pH（アルカリ性）

乳酸の増加
エンドトキシン

ルーメンアシドーシス
第一胃不全角化症
肝膿瘍等の発生

※　VFAの生成とVFAの吸収・中和のpHバランスが成り立っているかどうか。VFAの
　吸収がうまくいかないとpHが低下する。

図32　ルーメン内の発酵バランス

７．正しい飼料給与量の計測 .........................................................................................
　粗飼料や配合飼料を何㎏給与しているのか把握することは大切なポイントになる。毎日飼
槽に安定した配合飼料が投入されることで、粗飼料の食い込みも安定する。また、配合飼料
を漸増させるときにも500g単位でステップアップすることがとても重要で、急激な配合飼
料の増量ではせっかくの腹づくりが崩れてしまう。さらに、配合飼料給与量や体重測定値等
の数値は、記帳し大切に保管することで後々役に立つ。

写真64　タイマーによる配合飼料投入量の計測と記録
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